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第1章 調査概要 

1．調査の概要 

（1） 調査の目的 

本調査は、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活できる社会を築くために策定され、事業の推進

を図っている市の「習志野市高齢者保健福祉計画及び介護保険事業計画」の次期計画に市民等の意見

を反映させ、高齢者の保健福祉や介護サービスの充実に向けた貴重な資料とすることを目的にしてい

ます。 

（2） 調査実施概要 

調査区分 抽出方法 送付数 有効回収数 有効回収率 
（参考） 

前回回収率 

一般高齢者 

（65 歳以上） 
無作為抽出 1,500 人 920 61.3％ 67.4% 

要支援認定者・ 

事業対象者 
無作為抽出 1,500 人 906 60.4％ 65.1% 

在宅要介護認定者 無作為抽出 1,500 人 752 50.1% 54.6% 

一般若年者 無作為抽出 1,500 人 653 43.5% 48.6% 

介護保険施設入所者 全員 852 人 467 54.8% 57.4% 

介護サービス提供事業者 全事業者 174 人 92 52.9% 48.8% 

 

（3） 調査方法 

郵送配布・郵送回収及び Web 回答方式 

（4） 調査期間 

 令和 7 年 12 月 15 日～令和 8 年 1 月 16 日 

2．本報告書の見方 

○ アンケートの選択肢や項目等の語句が長い場合、本文や表・グラフ中では省略した表現を用いてい

ることがあります。 

○ 本文中の「n」は、設問に対する回答者数を示します。 

○ 調査結果の比率は、その質問の回答者数を基数として、小数第 2 位を四捨五入して算出していま

す。なお、四捨五入の関係で合計が 100％にならない場合があります。 

○ 複数回答形式の場合、回答比率の合計は通常、100％を超えます。 

○ 【経年比較】における「前回調査」とは、令和４年度の高齢者等実態調査の結果を指しています。 


